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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
 下記の要件を備えたことを特徴とする小片循環装置。
（イ）内部に循環装置本体を設けたケースを有すること。
（ロ）循環装置本体は、小片を収容する収容枠と、収容枠に摺動自在に設けられた摺動手
段とからなること。
（ハ）収容枠は、小片を重ねた状態で収容する第１の収容部と第２の収容部を有し、第１
の収容部と第２の収容部は、両端が開放されていること。
（ニ）第１の収容部の一方の開放端には、この第１の収容部に収容された複数の小片を、
他方の開放端側に向かって付勢する第１の押圧片が設けられていること。
（ホ）第２の収容部の他方の開放端には、この第２の収容部に収容された複数の小片を、
一方の開放端側に向かって付勢する第２の押圧片が設けられていること。
（ヘ）摺動手段は、第１の送り部材と第２の送り部材を有すること。
（ト）第１の送り部材は、第１の収容部に収容された複数の小片の他方の開放端にある一
の小片と係合する第１の係合部を有し、この第１の係合部に係合された小片を第２の収容
部の他方の開放端にある一の小片と第２の押圧片の間に送り込むように構成されているこ
と。
（チ）第２の送り部材は、第２の収容部に収容された複数の小片の一方の開放端にある一
の小片と係合する第２の係合部を有し、この第２の係合部に係合された小片を第１の収容
部の一方の開放端にある一の小片と第１の押圧片の間に送り込むように構成されているこ
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と。
（リ）摺動手段は、第１の送り部材が第１の収容部の他方の開放端にある一の小片を第２
の収容部の他方の開放端にある一の小片と第２の押圧片の間に送り込んだ時、第２の送り
部材の第２の係合部が第２の収容部の一方の開放端にある一の小片と係合し、第２の送り
部材が第２の収容部の一方の開放端にある一の小片を第１の収容部の一方の開放端にある
一の小片と第１の押圧片の間に送り込んだ時、第１の送り部材の第１の係合部が第１の収
容部の他方の開放端にある一の小片と係合するように構成されていること。
（ヌ）摺動手段には、これを操作する操作部材が設けられており、この操作部材はケース
に形成された開口から突出していること。
（ル）ケースには、第１の収容部の他方の開放端又は第２の収容部の一方の開放端にある
一の小片を見ることができる窓が形成されていること。
（ヲ）第１の係合部は、第１の収容部の他方の開放端にある一の小片を、第１の送り部材
が第２の収容部側に操作されたときに、第１の収容部側から押圧しながら第２の収容部側
に送り込む第１のストッパー板と、第２の収容部側に送り込まれる一の小片を、第１のス
トッパー板との間で挟持する第１の係合突起と、を有すること。
（ワ）第２の係合部は、第２の収容部の一方の開放端にある一の小片を、第２の送り部材
が第１の収容部側に操作されたときに、第２の収容部側から押圧しながら第１の収容部側
に送り込む第２のストッパー板と、第１の収容部側に送り込まれる一の小片を、第２のス
トッパー板との間で挟持する第２の係合突起と、を有すること。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、小片をケース内で循環させ、ケースに形成された窓を通して小片の内容を順番
に見ることができる小片循環装置に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
従来、ケース内に積み重ねて収容された扁平矩形状の小片、例えばカード、板ガム等を順
番に取り出すことができる小片取出装置があった。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
上記したように、小片を順番に取り出すことができる小片取出装置は、従来存在したが、
ケース内で小片を循環させることができる小片循環装置は存在しなかった。
【０００４】
本願発明は、上記問題点に鑑み案出したものであって、小片をケース内で循環させ、ケー
スに形成された窓を通して小片の内容を順番に見ることができる、従来にない新規な構造
の小片循環装置を提供することを目的とする。
【０００５】
【課題を解決するための手段】
請求項１記載の発明に係る小片循環装置は、上記目的を達成するため、下記の手段を有す
る。
（イ）内部に循環装置本体を設けたケースを有すること。
（ロ）循環装置本体は、小片を収容する収容枠と、収容枠に摺動自在に設けられた摺動手
段とからなること。
（ハ）収容枠は、小片を重ねた状態で収容する第１の収容部と第２の収容部を有し、第１
の収容部と第２の収容部は、両端が開放されていること。
（ニ）第１の収容部の一方の開放端には、この第１の収容部に収容された複数の小片を、
他方の開放端側に向かって付勢する第１の押圧片が設けられていること。
（ホ）第２の収容部の他方の開放端には、この第２の収容部に収容された複数の小片を、
一方の開放端側に向かって付勢する第２の押圧片が設けられていること。
（ヘ）摺動手段は、第１の送り部材と第２の送り部材を有すること。
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（ト）第１の送り部材は、第１の収容部に収容された複数の小片の他方の開放端にある一
の小片と係合する第１の係合部を有し、この第１の係合部に係合された小片を第２の収容
部の他方の開放端にある一の小片と第２の押圧片の間に送り込むように構成されているこ
と。
（チ）第２の送り部材は、第２の収容部に収容された複数の小片の一方の開放端にある一
の小片と係合する第２の係合部を有し、この第２の係合部に係合された小片を第１の収容
部の一方の開放端にある一の小片と第１の押圧片の間に送り込むように構成されているこ
と。
（リ）摺動手段は、第１の送り部材が第１の収容部の他方の開放端にある一の小片を第２
の収容部の他方の開放端にある一の小片と第２の押圧片の間に送り込んだ時、第２の送り
部材の第２の係合部が第２の収容部の一方の開放端にある一の小片と係合し、第２の送り
部材が第２の収容部の一方の開放端にある一の小片を第１の収容部の一方の開放端にある
一の小片と第１の押圧片の間に送り込んだ時、第１の送り部材の第１の係合部が第１の収
容部の他方の開放端にある一の小片と係合するように構成されていること。
（ヌ）摺動手段には、これを操作する操作部材が設けられており、この操作部材はケース
に形成された開口から突出していること。
（ル）ケースには、第１の収容部の他方の開放端又は第２の収容部の一方の開放端にある
一の小片を見ることができる窓が形成されていること。
（ヲ）第１の係合部は、第１の収容部の他方の開放端にある一の小片を、第１の送り部材
が第２の収容部側に操作されたときに、第１の収容部側から押圧しながら第２の収容部側
に送り込む第１のストッパー板と、第２の収容部側に送り込まれる一の小片を、第１のス
トッパー板との間で挟持する第１の係合突起と、を有すること。
（ワ）第２の係合部は、第２の収容部の一方の開放端にある一の小片を、第２の送り部材
が第１の収容部側に操作されたときに、第２の収容部側から押圧しながら第１の収容部側
に送り込む第２のストッパー板と、第１の収容部側に送り込まれる一の小片を、第２のス
トッパー板との間で挟持する第２の係合突起と、を有すること。
【０００６】
【発明の実施の形態】
本願請求項１記載の発明の第１の実施の形態を図１乃至図５に基づいて説明する。図１は
、本願発明に係る小片循環装置の一実施例を示す全体分解斜視図である。図２は、図１の
使用状態を示す組立斜視図である。図３，４は、図１の使用状態を示す断面側面図である
。図５は、図１の組立全体斜視図である。
【０００７】
小片循環装置１は、内部に循環装置本体２０を設けたケース２を有する。循環装置本体２
０は、小片４を収容する収容枠２１と、収容枠２１に摺動自在に設けられた摺動手段６０
とからなる。収容枠２１は、小片４を重ねた状態で収容する第１の収容部３０と第２の収
容部３１を有し、第１の収容部３０と第２の収容部３１は、両端３０ａ，３０ｂ，３１ａ
，３１ｂが開放されている。
【０００８】
第１の収容部３０の一方の開放端３０ｂには、この第１の収容部３０に収容された複数の
小片４を、他方の開放端３０ａ側に向かって付勢する第１の押圧片３６が設けられている
。第２の収容部３１の他方の開放端３１ａには、この第２の収容部３１に収容された複数
の小片４を、一方の開放端３１ｂ側に向かって付勢する第２の押圧片４６が設けられてい
る。
【０００９】
摺動手段６０は、第１の送り部材６１と第２の送り部材６２を有する。第１の送り部材６
１は、第１の収容部３０に収容された複数の小片４の他方の開放端３０ａにある一の小片
４と係合する第１の係合部７１を有し、この第１の係合部７１に係合された小片４を第２
の収容部３１の他方の開放端３１ａにある一の小片４と第２の押圧片４６の間に送り込む
ように構成されている。
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【００１０】
第２の送り部材６２は、第２の収容部３１に収容された複数の小片４の一方の開放端３１
ｂにある一の小片４と係合する第２の係合部７９を有し、この第２の係合部７９に係合さ
れた小片４を第１の収容部３０の一方の開放端３０ｂにある一の小片４と第１の押圧片３
６の間に送り込むように構成されている。
【００１１】
摺動手段６０は、第１の送り部材６１が第１の収容部３０の他方の開放端３０ａにある一
の小片４を第２の収容部３１の他方の開放端３１ａにある一の小片４と第２の押圧片４６
の間に送り込んだ時、第２の送り部材６２の第２の係合部７９が第２の収容部３１の一方
の開放端３１ｂにある一の小片４と係合し、第２の送り部材６２が第２の収容部３１の一
方の開放端３１ｂにある一の小片４を第１の収容部３０の一方の開放端３０ｂにある一の
小片４と第１の押圧片３６の間に送り込んだ時、第１の送り部材６１の第１の係合部７１
が第１の収容部３０の他方の開放端３０ａにある一の小片４と係合するように構成されて
いる。
【００１２】
摺動手段６０には、これを操作する操作部材６４が設けられており、この操作部材６４は
ケース２に形成された開口６６から突出している。ケース２には、第１の収容部３０の他
方の開放端３０ａ又は第２の収容部３１の一方の開放端３１ｂにある一の小片４を見るこ
とができる窓９が形成されている。
【００１３】
小片循環装置１は、上記構成を有するため、ケース２の窓９を通して、第１の収容部３０
の他方の開放端３０ａ又は第２の収容部３１の一方の開放端３１ｂにある一の小片４を見
ることができる。
【００１４】
収容枠２１の第１の収容部３０には、複数の小片４が収容され、この複数の小片４全体が
、一方の開放端３０ｂ側に設けられた第１の押圧片３６によって、他方の開放端３０ａ側
に向かって付勢されている。収容枠２１の第２の収容部３１にも、複数の小片４が収容さ
れ、この複数の小片４全体が、他方の開放端３１ａ側に設けられた第２の押圧片４６によ
って、一方の開放端３１ｂ側に向かって付勢されている。
【００１５】
摺動手段６０の第１の送り部材６１の第１の係合部７１が、第１の収容部３０に収容され
た複数の小片４の他方の開放端３０ａにある一の小片４と係合している状態で、操作部材
６４を操作して第１の送り部材６１を第２の収容部３１側に移動させると、この第１の係
合部７１に係合された小片４が第２の収容部３１の他方の開放端３１ａにある一の小片４
と第２の押圧片４６の間に送り込まれる。
【００１６】
摺動手段６０の第１の送り部材６１の第１の係合部７１が、第２の収容部３１の他方の開
放端３１ａ側に移動すると、第２の送り部材６２の第２の係合部７９が第２の収容部３１
の一方の開放端３１ｂにある一の小片４と係合する。
【００１７】
操作部材６４を操作して第２の送り部材６２を第１の収容部３０側に移動させると、この
第２の係合部７９に係合された小片４が第１の収容部３０の一方の開放端３０ｂにある一
の小片４と第１の押圧片３６の間に送り込まれる。
【００１８】
摺動手段６０の第２の送り部材６２の第２の係合部７９が、第１の収容部３０の一方の開
放端３０ｂ側に移動すると、第１の送り部材６１の第１の係合部７１が第１の収容部３０
の他方の開放端３０ａにある一の小片４と係合する。
【００１９】
このように、操作部材６４を一方向に操作すると、その操作に関連して、第１の収容部３
０にある一の小片４を第２の収容部３１に送り、操作部材６４を他方向に操作すると、そ
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の操作に関連して、第２の収容部３１にある一の小片４を第１の収容部３１に送ることに
なる。小片４はケース２内を循環し、前記したように、窓９を介して順番に小片４を見る
ことができる。
【００２０】
本願請求項１記載の発明の第２の実施の形態を図６乃至図１３に基づいて説明する。図６
は、　本願発明に係る小片循環装置の他の実施の形態を示す全体斜視図である。図７は、
図６のケースを外した状態の分解斜視図である。図８は、図６のケースの斜視図である。
図９は、図６の要部斜視図である。図１０は、図９の組立斜視図である。図１１は、上記
他の実施例に係る小片循環装置の動きを説明する斜視図である。図１２は、上記他の実施
例に係る小片循環装置の動きを説明する断面側面図である。図１３は、上記他の実施例に
係る小片循環装置の動きを説明する断面側面図である。
【００２１】
小片循環装置１０１は、内部に循環装置本体１２０を設けたケース１０２を有する。循環
装置本体１２０は、小片４を収容する収容枠１２１と、収容枠１２１に摺動自在に設けら
れた摺動手段１６０とからなる。収容枠１２１は、小片４を重ねた状態で収容する第１の
収容部１３０と第２の収容部１３１を有し、第１の収容部１３０と第２の収容部１３１は
、両端１３０ａ，１３０ｂ，１３１ａ，１３１ｂが開放されている。
【００２２】
第１の収容部１３０の一方の開放端１３０ｂには、この第１の収容部１３０に収容された
複数の小片４を、他方の開放端１３０ａ側に向かって付勢する第１の押圧片１３６が設け
られている。第２の収容部１３１の他方の開放端１３１ａには、この第２の収容部１３１
に収容された複数の小片４を、一方の開放端１３１ｂ側に向かって付勢する第２の押圧片
１４６が設けられている。
【００２３】
摺動手段１６０は、第１の送り部材１６１と第２の送り部材１６２を有する。第１の送り
部材１６１は、第１の収容部１３０に収容された複数の小片４の他方の開放端１３０ａに
ある一の小片４と係合する第１の係合部１７１を有し、この第１の係合部１７１に係合さ
れた小片４を第２の収容部１３１の他方の開放端１３１ａにある一の小片４と第２の押圧
片１４６の間に送り込むように構成されている。
【００２４】
第２の送り部材１６２は、第２の収容部１３１に収容された複数の小片４の一方の開放端
１３１ｂにある一の小片４と係合する第２の係合部１７９を有し、この第２の係合部１７
９に係合された小片４を第１の収容部１３０の一方の開放端１３０ｂにある一の小片４と
第１の押圧片１３６の間に送り込むように構成されている。
【００２５】
摺動手段１６０は、第１の送り部材１６１が第１の収容部１３０の他方の開放端１３０ａ
にある一の小片４を第２の収容部１３１の他方の開放端１３１ａにある一の小片４と第２
の押圧片１４６の間に送り込んだ時、第２の送り部材１６２の第２の係合部１７９が第２
の収容部１３１の一方の開放端１３１ｂにある一の小片４と係合し、第２の送り部材１６
２が第２の収容部１３１の一方の開放端１３１ｂにある一の小片４を第１の収容部１３０
の一方の開放端１３０ｂにある一の小片４と第１の押圧片１３６の間に送り込んだ時、第
１の送り部材１６１の第１の係合部１７１が第１の収容部１３０の他方の開放端１３０ａ
にある一の小片４と係合するように構成されている。
【００２６】
摺動手段１６０には、これを操作する操作部材１６４が設けられており、この操作部材１
６４はケース１０２に形成された開口１６６から突出している。ケース１０２には、第１
の収容部１３０の他方の開放端１３０ａ又は第２の収容部１３１の一方の開放端１３１ｂ
にある一の小片４を見ることができる窓１０９が形成されている。
【００２７】
小片循環装置１０１は、上記構成を有するため、ケース１０２の窓１０９を通して、第１
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の収容部１３０の他方の開放端１３０ａ又は第２の収容部１３１の一方の開放端１３１ｂ
にある一の小片４を見ることができる。
【００２８】
収容枠１２１の第１の収容部１３０には、複数の小片４が収容され、この複数の小片４全
体が、一方の開放端１３０ｂ側に設けられた第１の押圧片１３６によって、他方の開放端
１３０ａ側に向かって付勢されている。収容枠１２１の第２の収容部１３１にも、複数の
小片４が収容され、この複数の小片４全体が、他方の開放端１３１ａ側に設けられた第２
の押圧片１４６によって、一方の開放端１３１ｂ側に向かって付勢されている。
【００２９】
摺動手段１６０の第１の送り部材１６１の第１の係合部１７１が、第１の収容部１３０に
収容された複数の小片４の他方の開放端１３０ａにある一の小片４と係合している状態で
、操作部材１６４を操作して第１の送り部材１６１を第２の収容部１３１側に移動させる
と、この第１の係合部１７１に係合された小片４が第２の収容部１３１の他方の開放端１
３１ａにある一の小片４と第２の押圧片１４６の間に送り込まれる。
【００３０】
摺動手段１６０の第１の送り部材１６１の第１の係合部１７１が、第２の収容部１３１の
他方の開放端１３１ａ側に移動すると、第２の送り部材１６２の第２の係合部１７９が第
２の収容部１３１の一方の開放端１３１ｂにある一の小片４と係合する。
【００３１】
操作部材１６４を操作して第２の送り部材１６２を第１の収容部１３０側に移動させると
、この第２の係合部１７９に係合された小片４が第１の収容部１３０の一方の開放端１３
０ｂにある一の小片４と第１の押圧片１３６の間に送り込まれる。
【００３２】
摺動手段１６０の第２の送り部材１６２の第２の係合部１７９が、第１の収容部１３０の
一方の開放端１３０ｂ側に移動すると、第１の送り部材１６１の第１の係合部１７１が第
１の収容部１３０の他方の開放端１３０ａにある一の小片４と係合する。
【００３３】
このように、操作部材１６４を一方向に操作すると、その操作に関連して、第１の収容部
１３０にある一の小片４を第２の収容部１３１に送り、操作部材１６４を他方向に操作す
ると、その操作に関連して、第２の収容部１３１にある一の小片４を第１の収容部１３１
に送ることになる。小片４はケース１０２内を循環し、前記したように、窓１０９を介し
て順番に小片４を見ることができる。
【００３４】
【実施例】
以下、本発明の一実施例を図１乃至図５に基づいて説明する。符号１は、小片循環装置で
ある。小片循環装置１は、内部に循環装置本体２０を設けたケース２を有する。ケース２
は、前カバー３と後カバー５とで構成され、前カバー３と後カバー５が接合され、ネジ等
によって一体的に組み立てられる。
【００３５】
循環装置本体２０は、小片４を収容する収容枠２１と、収容枠２１に摺動自在に設けられ
た摺動手段６０とからなっている。収容枠２１は、合成樹脂によって一体成形され、右側
壁２２と、左側壁２３と、右側壁２２と左側壁２３間であって、下端近傍に形成された下
壁２５と、上端近傍に形成された上壁２６と、上端に形成された最上壁２７と、下壁２５
と上壁２６の略中間に設けられた中間壁２９とで構成されている。
【００３６】
上記右側壁２２と、左側壁２３と、上壁２６と、中間壁２９とで前後に開放端３０ａ，３
０ｂが形成された第１の収容部３０が形成される。上記右側壁２２と、左側壁２３と、下
壁２５と、中間壁２９とで、前後に開放端３１ａ，３１ｂが形成された第２の収容部３１
が形成される。
【００３７】
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第１の収容部３０及び第２の収容部３１内には、前記小片４が前後方向に積み重ねられた
状態で収容される。又、左側壁２３には、第１の収容部３０及び第２の収容部３１内に小
片４を差し込む差込開口２３ａ、２３ｂが形成されている。
【００３８】
上壁２６の上面には、三角状の係合突起３５が一対突設されている。この一対の係合突起
３５，３５の傾斜面３５ａ，３５ａには、第１の押圧片３６の両端に突設された支軸３７
，３７が係合している。第１の押圧片３６は、略Ｌ字状に形成され、スプリング受け面３
６ａとこのスプリング受け面３６ａと略直角の押圧面３６ｂを有している。スプリング受
け面３６ａにはスプリング受け突起３６ｃが形成され、この突起３６ｃにスプリング３９
の一端が取り付けられている。スプリング３９の他端は、収容枠２１の最上壁２７に圧接
している。
【００３９】
第１の押圧片３６の押圧面３６ｂは、第１の収容部３０の後開放端３０ｂに、前記スプリ
ング３９によって当接しており、先端にテーパ面３６ｄが形成されている。従って、第１
の押圧片３６の押圧面３６ｂが、第１の収容部３０内に、前後方向に積み重ねられるよう
にして収容されている複数の小片４の内の後開放端３０ｂに位置する小片４を前開放端３
０ａ側に向って付勢する。
【００４０】
同様に、下壁２５の下面にも、三角状の係合突起４５が一対突設されている。この一対の
係合突起４５，４５の傾斜面４５ａ，４５ａには、第２の押圧片４６の両端に突設された
支軸４７，４７が係合している。第２の押圧片４６は、略Ｌ字状に形成され、スプリング
受け面４６ａとこのスプリング受け面４６ａと略直角の押圧面４６ｂを有している。スプ
リング受け面４６ａには、スプリング受け突起４６ｃが形成され、この突起４６ｃにスプ
リング４９の一端が取り付けられている。スプリング４９の他端は、ケース２の底壁２ａ
に圧接している。
【００４１】
第２の押圧片４６の押圧面４６ｂは、第２の収容部３１の前開放端３１ａに、前記スプリ
ング４９によって当接しており、先端にテーパ面４６ｄが形成されている。従って、第２
の押圧片４６の押圧面４６ｂが、第２の収容部３１内に、前後方向に積み重ねられるよう
にして収容されている複数の小片４の内の前開放端３１ａに位置する小片４を後開放端３
１ｂ側に向って付勢する。
【００４２】
摺動手段６０は、摺動板６３と、第１の送り部材６１と、第２の送り部材６２とを有して
いる。第２の送り部材６２は、摺動板６３の一側に固定されている。摺動板６３の他側に
は係合凹部６５が形成されている。
【００４３】
第１の送り部材６１は、ストッパー板６８と、ストッパー板６８の両側に形成された脚枠
６９，７０とからなり、一方の脚枠６９が前記摺動板６３の係合凹部６５に係合して、摺
動板６３に固定される。
【００４４】
脚枠６９，７０の先端には、係止突起６９ａ，７０ａが形成されている。このストッパー
板６８の内縁６８ａと、脚枠６９，７０と、係止突起６９ａ，７０ａとによって、小片４
を係合する第１の係合部７１が形成される。
【００４５】
脚枠６９，７０には、前カバー３の内面両側に形成されたガイド溝６，７に摺動自在にガ
イドされるガイドレール６９ｂ，７０ｂが形成されている。
【００４６】
第２の送り部材６２は、ストッパー板７５と、ストッパー板７５の両側に重ねられるよう
にして固定された脚板７６，７７とからなり、一方の脚板７７が摺動板６３に固定されて
いる。脚板７６，７７の先端内面には、係止突起７６ａ，７７ａが形成されている。この
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ストッパー板７５の内縁７５ａと、係止突起７６ａ，７７ａとによって小片４を係合する
第２の係合部７９が形成される。
【００４７】
第２の送り部材６２は、第２の係合部７９が収容枠２１の後開放端３０ｂ，３１ｂ側に位
置するようにして、収容枠２１に設けられている。又、第１の送り部材６１は、第１の係
合部７１が収容枠２１の前開放端３０ａ，３１ａ側に位置するようにして、収容枠２１に
設けられ、これの脚枠６９が摺動板６３の係合凹部６５に係合して、摺動板６３に固定さ
れる。そのため、摺動手段６０は、摺動板６３と、第１の送り部材６１と第２の送り部材
６２で略コ字状に組み立てられ、収容枠２１を挟み込むようにして収容枠２１に摺動自在
に取り付けられる。
【００４８】
なお、右側壁２２と左側壁２３の上部には、脚枠６９，７０の上端縁６９ｃ，７０ｃが係
合する上係合突起２２ｃ，２３ｃが形成されている。右側壁２２と左側壁２３の下部には
、脚枠６９，７０の下端縁６９ｄ，７０ｄが係合する下係合突起２２ｄ，２３ｄが形成さ
れている。従って、摺動手段６０は、脚枠６９，７０の上端縁６９ｃ，７０ｃが上係合突
起２２ｃ，２３ｃに係合するまで上方に移動でき、脚枠６９，７０の下端縁６９ｄ，７０
ｄが下係合突起２２ｄ，２３ｄに係合するまで下方に移動することができる。
【００４９】
前カバー３と後カバー５には、ネジを通すためのボス３ａ～３ｃ，５ａ～５ｃが設けられ
ている。即ち、前カバー３と後カバー５の上部には、ボス３ａ，５ａが形成されている。
前カバー３と後カバー５の下部両側には、ボス３ｂ，３ｃ，５ｂ，５ｃが形成されている
。
【００５０】
収容枠２１の最上壁２７の上部には、ボス５ａに係合する略Ｕ字状の係合凹部２８ａを備
えた係合板２８が形成されている。そのため、収容枠２１は、係合凹部２８ａをボス５ａ
に係合し、ボス５ｂ，５ｃに右側壁２２と左側壁２３の下部内側を係合することによって
、ケース２内に固定される。
【００５１】
前カバー３には、収容枠２１の第１の収容部３０の前開放端３０ａと対向する位置に小片
４を見ることができる、小片４より小さい窓９が形成されている。さらに、前カバー３に
は、前記第１の送り部材６１の第１の係合部７１に係合した小片４が第１の係合部７１か
ら外れるのを防止するため、小片４をガイドする一対の突条１０，１１が形成され、前記
窓９の周囲に突条１０，１１と同じ高さの縁９ａ，９ａが形成されている。
【００５２】
前記摺動手段６０の摺動板６３には、操作部材６４が突設されており、この操作部材６４
は、ケース２の一側に形成された開口６６から突出している。また、前カバー３と後カバ
ー５には、収容枠２１の差込開口２３ａ，２３ｂと対向する位置に略コ字状の切り欠き３
ｄ，５ｄが形成されている。切り欠き３ｄ，５ｄは、前カバー３と後カバー５が組み立て
られると、接合して長穴１２を形成する。この長穴１２には、開閉蓋１３が設けられてい
る。
【００５３】
開閉蓋１３は、長穴１２の上部に回動自在に軸受けされる支軸１４，１４を上端部に備え
、長穴１２の下縁に係脱自在に係止される係止片１５が設けられている。係止片１５は、
スプリング１６によって停止する方向に付勢されており、操作レバー１７によって反付勢
方向に移動させることにより係止が解除される。又、開閉蓋１３の内面には、複数の小片
４の側面をガイドする突起１８が形成されている。
【００５４】
小片循環装置１は、上記構成を有するため、次のように使用することができる。開閉蓋１
３の操作レバー１７を操作して、係止片１５の係止を解除し、開閉蓋１３を開ける。収容
枠２１の差込開口２３ａ，２３ｂから複数の小片４を第１の収容部３０と第２の収容部３
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１内に収容する。なお、小片４の表示面の向きは、第１の収容部３０及び第２の収容部３
１の前開放端３０ａ，３１ａ側である。
【００５５】
開閉蓋１３を閉じ、スプリング１６によって付勢されている係止片１５を長穴１２の下縁
に係止させる。開閉蓋１３の内面に形成された突起１８が複数の小片４の側面に当接して
、横方向への動きをガイドする。
【００５６】
摺動手段６０が上方に位置している状態の時、図３（ａ），図４（ａ）に示すように、第
１の送り手段６１の第１の係合部７１内に、第１の収容部３０の最前端の小片４が係合し
ており、この小片４の内容を窓９を通して見ることができる。
【００５７】
なお、第１の収容部３０内の複数の小片４は、前記第１の押圧片３６の押圧面３６ｂによ
って前開放端３０ａ側に付勢されている。又、第２の収容部３１内の複数の小片４は、前
記第２の押圧片４６の押圧面４６ｂによって後開放端３１ｂ側に付勢され、最後端に位置
する小片４が第２の送り部材６２のストッパー板７５に圧接している（図４（ａ）参照）
。
【００５８】
この状態で、操作部材６４を押し下げると、摺動手段６０が下方に移動し、第１の送り部
材６１の第１の係合部７１内に係合された小片４のみが第２の収容部３１側に移動させら
れる。第１の収容部３０内の、第１の係合部７１に係合された小片４の次の小片４は、図
３（ｂ），図４（ｂ）に示すように、第１の送り部材６１のストッパー板６８に圧接し、
前方への移動が妨げられる。
【００５９】
この移動させられた小片４は、図３（ｂ），図４（ｂ）に示すように、第２の押圧片４６
のテーパ４６ｄの内側に当接し、第２の押圧片４６の押圧面４６ｂをスプリング４９の弾
性に抗して前方に移動させ、図３（ｃ）に示すように、押圧面４６ｂと第２の収容部３１
内の最前端に位置する小片４との間に押し込まれる。第２の押圧片４６は前方に移動し、
係る場合、図３（ｃ）に示すように、支軸４７，４７が下壁２５の下面に設けられた係合
突起４５，４５の傾斜面４５ａ，４５ａに沿って移動する。
【００６０】
第２の収容部３１内の最後端に位置する小片４が第２の送り部材６２のストッパー板７５
に圧接しているので、複数の小片４は移動しない。しかし、操作手段６０が下方に位置し
た時、図３（ｃ）に示すように、ストッパー板７５が第２の収容部３１内の最後端に位置
する小片４に圧接しなくなるため、図４（ｄ）に示すように、第２の収容部３１内の複数
の小片４が第２の押圧片４６の押圧面４６ｂによって後開放端３１ｂ側に移動し、第２の
送り部材６２の脚板７６，７７に最後端の小片４が圧接すると共にこの小片４が第２の係
合部７９に係合する。
【００６１】
第２の押圧片４６は、図３（ｃ）のように、支軸４７，４７が係合突起４５，４５の傾斜
面４５ａ，４５ａに乗り上がった状態から、スプリング４９によって、図４（ｄ）のよう
に、元の状態に復帰する。
【００６２】
この状態で、操作部材６４を押し上げると、摺動手段６０が上方に移動し、第２の送り部
材６２の第２の係合部７９内に係合された小片４のみが第１の収容部３０側に移動させら
れる。第２の収容部３２の、第２の係合部７９に係合された小片４の次の小片４は、第２
の送り部材６２のストッパー板７５に圧接し、後方への移動が妨げられる。
【００６３】
この移動させられた小片４は、図４（ｅ）に示すように、第１の押圧片３６のテーパ３６
ｄの内側に当接し、第１の押圧片３６の押圧面３６ｂをスプリング３９の弾性に抗して後
方に移動させ、図４（ｆ）に示すように、押圧面３６ｂと第１の収容部３０内の最後端に
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位置する小片４との間に押し込まれる。第１の押圧片３６は後方に移動し、係る場合、図
４（ｆ）に示すように、支軸３７，３７が上壁２６の上面に設けられた係合突起３５，３
５の傾斜面３５ａ，３５ａに沿って移動する。
【００６４】
第１の収容部３０内の最前端に位置する小片４が第１の送り部材６１のストッパー板６８
に圧接しているので、複数の小片４は移動しない。しかし、操作手段６０が上方に移動し
た時、図４（ｆ）に示すように、ストッパー板６８が、第１の収容部３０内の最前端に位
置する小片４に圧接しなくなるため、図３（ａ）に示すように、第１の収容部３０内の複
数の小片４が第１の押圧片３６の押圧面３６ｂによって前開放端３０ａ側に移動し、第１
の送り部材６１の第１の係合部６９に最前端の小片４が係合する。
【００６５】
第１の押圧片３６は、図４（ｆ）のように、支軸３７，３７が係合突起３５，３５の傾斜
面３５ａ，３５ａに乗り上がった状態から、スプリング３９によって、図３（ａ）のよう
に、元の状態に復帰する。
【００６６】
このように、摺動手段６０を下方に押し下げると、第１の収容部３０の最前端にある小片
４が第２の収容部３１の最前端に移動し、摺動手段６０を上方に押し上げると、第２の収
容部３１の最後端にある小片４が第１の収容部３０の最後端に移動する。即ち、小片４は
、摺動手段６０の上下によって、第１の収容部３０と第２の収容部３１内を循環する。そ
のため、窓９から小片４を順番に見ることができる。
【００６７】
次に、本発明の他の実施例を図６乃至図１３に基づいて説明する。符号１０１は、小片循
環装置である。小片循環装置１０１は、内部に循環装置本体１２０を設けたケース１０２
を有する。ケース１０２は、前カバー１０３と後カバー１０５とで構成され、前カバー１
０３と後カバー１０５が接合され、ネジ等によって一体的に組み立てられる。
【００６８】
循環装置本体１２０は、小片４を収容する収容枠１２１と、収容枠１２１に摺動自在に設
けられた摺動手段１６０とからなっている。収容枠１２１は、図７に示すように、右枠１
２１ａと左枠１２１ｂとからなり、一体的に組み立てられている（図１０参照）。収容枠
１２１は、右側壁１２２と、左側壁１２３と、右側壁１２２と左側壁１２３間であって、
下端近傍に形成された下壁１２５と、上端近傍に形成された上壁１２６と、下壁１２５と
上壁１２６の略中間に設けられた中間壁１２９とで構成されている。
【００６９】
上記右側壁１２２と、左側壁１２３と、上壁１２６と、中間壁１２９とで前後に開放端１
３０ａ，１３０ｂが形成された第１の収容部１３０が形成される。上記右側壁１２２と、
左側壁１２３と、下壁１２５と、中間壁１２９とで、前後に開放端１３１ａ，１３１ｂが
形成された第２の収容部１３１が形成される。
【００７０】
第１の収容部１３０及び第２の収容部１３１内には、前記小片４が前後方向に積み重ねら
れた状態で収容される。又、右側壁１２２には、第１の収容部１３０及び第２の収容部１
３１内に小片４を差し込む差込開口１２２ａ、１２２ｂが形成されている。
【００７１】
上壁１２６の上面４ヶ所には、略Ｌ字状のガイド突起１３５・・・が設けられている。こ
のガイド突起１３５・・・に第１の押圧片１３６が前後方向に摺動自在にガイドされてい
る。第１の押圧片１３６は、略Ｌ字状に形成され、ガイド突起１３５・・・にガイドされ
、上壁１２６上を摺動する摺動板１３６ａとこの摺動板１３６ａと略直角の押圧面１３６
ｂを有している。摺動板１３６ａには、係止突起１３６ｃが突設され、この係止突起１３
６ｃにスプリング１３９の一端が取り付けられている。スプリング１３９の他端は、収容
枠１２１の位置合わせ用ボス１２７に取り付けられている。
【００７２】
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第１の押圧片１３６の押圧面１３６ｂは、第１の収容部１３０の後開放端１３０ｂに、前
記スプリング１３９によって当接しており、先端にテーパ面１３６ｄが形成されている。
【００７３】
従って、第１の押圧片１３６の押圧面１３６ｂが、第１の収容部１３０内に、前後方向に
積み重ねられるようにして収容されている複数の小片４の内の後開放端１３０ｂに位置す
る小片４を前開放端１３０ａ側に向って付勢する。
【００７４】
同様に、下壁１２５の下面４ヶ所にも、図示しない略Ｌ字状のガイド突起が設けられてい
る。このガイド突起に第２の押圧片１４６が前後方向に摺動自在にガイドされている。第
２の押圧片１４６も、略Ｌ字状に形成され、ガイド突起にガイドされ、下壁１２５下を摺
動する摺動板１４６ａとこの摺動板１４６ａと略直角の押圧面１４６ｂを有している。摺
動板１４６ａには、係止突起１４６ｃが突設され、この係止突起１４６ｃにスプリング１
４９の一端が取り付けられている。スプリング１４９の他端は、収容枠１２１の位置合わ
せ用ボス１４７に取り付けられている。
【００７５】
第２の押圧片１４６の押圧面１４６ｂは、第２の収容部１３１の前開放端１３１ａに、前
記スプリング１４９によって当接しており、先端にテーパ面１４６ｄが形成されている。
【００７６】
従って、第２の押圧片１４６の押圧面１４６ｂが、第２の収容部１３１内に、前後方向に
積み重ねられるようにして収容されている複数の小片４の内の前開放端１３１ａに位置す
る小片４を後開放端１３１ｂ側に向って付勢する。
【００７７】
収容枠１２１の下部には、第２の押圧片１４６によって押圧される、第２の収容部１３１
内の複数の小片４の内の後開放端１３１ｂに位置する小片４を係止する係止部材１５０が
設けられている。係止部材１５０は、揺動片１５１と、揺動片１５１の基部に設けられ、
右側壁１２２及び左側壁１２３に軸受けされる支軸１５２，１５２と、揺動片１５１の先
部に設けられたストッパー片１５３と、ストッパー片１５３と略直角の被押圧片１５４と
で形成されている。係止部材１５０は、位置合わせ用ボス１４７に巻装されたスプリング
１５５によって上方に付勢され、ストッパー片１５３が第２の収容部１３１内の後開放端
１３１ｂに位置する小片４を係止する。
【００７８】
摺動手段１６０は、第１の摺動板１６３と、第１の送り部材１６１と、第２の摺動板１６
５と、第２の送り部材１６２とを有している。第１の送り部材１６１は、第１の摺動板１
６３の一側に固定されている。第２の送り部材１６２は、第２の摺動板１６５の一側に固
定されている。
【００７９】
第１の送り部材１６１は、ストッパー板１６８と、ストッパー板１６８の両側に形成され
た脚枠１６９，１７０とからなり、一方の脚枠１７０が前記第１の摺動板１６３の一側に
固定される。脚枠１６９には、右側壁１２２の一側に係合して摺動するガイド板１６９ｂ
が設けられている。脚枠１６９，１７０の先端には、係止突起１６９ａ，１７０ａが形成
されている。
【００８０】
このストッパー板１６８の内縁１６８ａと、脚枠１６９，１７０と、係止突起１６９ａ，
１７０ａとによって、小片４を係合する第１の係合部１７１が形成される。第１の摺動板
１６３の他側には、操作部材１６４を備えた補助部材１６４ａと、この補助部材１６４ａ
の上下端の位置に軸受板１６３ａ，１６３ｂとが設けられている。軸受板１６３ａ，１６
３ｂには、軸受孔１６３ｃ、１６３ｄが形成されている。
【００８１】
第２の送り部材１６２は、脚板１７６，１７７と、脚板１７６，１７７の下部に形成され
た係合板１７５とからなり、一方の脚板１７７が第２の摺動板１６５の一側に固定される
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。脚板１７６には、右側壁１２２の他側に係合して摺動するガイド板１７６ｂが設けられ
ている。脚板１７６，１７７の下端内面には、係止突起１７６ａ，１７７ａが形成されて
いる。脚板１７６，１７７の上端内面には、ガイド突条１７６ｃ，１７７ｃが形成されて
いる。
【００８２】
このガイド突条１７６ｃ，１７７ｃの下縁１７６ｄ，１７７ｄと、係止突起１７６ａ，１
７７ａの上縁１７６ｅ，１７７ｅと、脚板１７６，１７７によって小片４を係合する第２
の係合部１７９が形成される。第２の摺動板１６５の他側には、前記第１の摺動板１６３
の軸受板１６３ａと重なり合う軸受板１６５ａと、軸受板１６３ｂと重なり合う軸受板１
６５ｂが設けられている。軸受板１６５ａ，１６５ｂには、軸受孔１６５ｃ、１６５ｄが
形成されている。
【００８３】
第１の送り部材１６１は、第１の係合部１７１が収容枠１２１の前開放端１３０ａ，１３
１ａ側に位置するようにして、収容枠１２１に設けられ、第１の摺動板１６３が収容枠１
２１の左側壁１２３に当接し、ガイド板１６９ｂが右側壁１２２に当接する。同様に、第
２の送り部材１６２は、第２の係合部１７９が収容枠１２１の後開放端１３０ｂ，１３１
ｂ側に位置するようにして、収容枠１２１に設けられ、第２の摺動板１６５が収容枠１２
１の左側壁１２３に当接し、ガイド板１７６ｂが右側壁１２２に当接する。
【００８４】
この状態の時、第１の摺動板１６３の軸受板１６３ａ，１６３ｂと第２の摺動板１６５の
軸受板１６５ａ，１６５ｂが重なり合い、収容枠１２１の左前壁１２３の上下に形成され
た略コ字状の軸受部材１２３ａ、１２３ｂの軸受孔１２３ｃ、１２３ｄに差し込まれる支
軸１８０を、軸受板１６３ａ，１６３ｂの軸受孔１６３ｃ、１６３ｄ及び軸受板１６５ａ
，１６５ｂの軸受孔１６５ｃ、１６５ｄに差し込むことにより、第１の送り部材１６１と
第２の送り部材１６２が一体となって、支軸１８０に沿って上下に移動可能となる。その
ため、摺動手段１６０は、第１の送り部材１６１と第２の送り部材１６２とで、収容枠１
２１を挟み込むようにして収容枠１２１に摺動自在に取り付けられる。
【００８５】
なお、右側壁１２２と左側壁１２３の上部には、脚枠１６９，１７０の上端縁１６９ｃ，
１７０ｃが係合する上係合突起１２２ｃ，１２３ｃが形成されている。右側壁１２２と左
側壁１２３の下部には、脚枠１６９，１７０の下端縁１６９ｄ，１７０ｄが係合する下係
合突起１２２ｄ，１２３ｄが形成されている。従って、摺動手段１６０は、脚枠１６９，
１７０の上端縁１６９ｃ，１７０ｃが上係合突起１２２ｃ，１２３ｃに係合するまで上方
に移動でき、脚枠１６９，１７０の下端縁１６９ｄ，１７０ｄが下係合突起１２２ｄ，１
２３ｄに係合するまで下方に移動することができる。
【００８６】
収容枠１２１は、ケース１０２内に固定され、前カバー１０３には、収容枠１２１の第１
の収容部１３０の前開放端１３０ａと対向する位置に小片４を見ることができる、小片４
より小さい窓１０９が形成されている。前記摺動手段１６０の操作部材１６４は、ケース
１０２の一側に形成された開口１６６から突出している。
【００８７】
また、前カバー１０３と後カバー１０５には、収容枠１２１の差込開口１２３ａ，１２３
ｂと対向する位置に略コ字状の切り欠き１０３ｄ，１０５ｄが形成されている。切り欠き
１０３ｄ，１０５ｄは、前カバー１０３と後カバー１０５が組み立てられると、接合して
長穴１１２を形成する。この長穴１１２は、下部両端に軸受部１１６が形成され、上部に
ボス１２７に取り付けられたスプリング１８１によって係止方向に付勢される係止部１１
７ａを備えた操作レバー１１７が設けられている。
【００８８】
この長穴１１２には、開閉蓋１１３が設けられている。開閉蓋１１３は、長穴１１２の軸
受部１１６に回動自在に軸受けされる支軸１１４，１１４を下端部に備え、長穴１１２の
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上部に設けられた操作レバー１１７の係止部１１７ａに係脱自在に係止される係止縁１１
５が形成されている。操作レバー１１７によって反付勢方向に移動させることにより係止
部１１７ａの係止が解除される。又、開閉蓋１１３の内面には、複数の小片４の側面をガ
イドする突起１１８が形成されている。
【００８９】
小片循環装置１０１は、上記構成を有するため、次のように使用することができる。操作
レバー１１７を操作して、係止部１１７ａの係止を解除し、開閉蓋１１３を開ける。収容
枠１２１の差込開口１２２ａ，１２２ｂから複数の小片４を第１の収容部１３０と第２の
収容部１３１内に収容する。なお、小片４の表示面の向きは、第１の収容部１３０及び第
２の収容部１３１の前開放端１３０ａ，１３１ａ側である。
【００９０】
開閉蓋１１３を閉じ、スプリング１８１によって付勢されている操作レバー１１７の係止
部１１７ａを開閉蓋１１３の係止縁１１５に係止させる。開閉蓋１１３の内面に形成され
た突起１１８が複数の小片４の側面に当接して、横方向への動きをガイドする。
【００９１】
摺動手段１６０が上方に位置している状態の時、図１１（ａ），図１２（ａ）に示すよう
に、第１の送り手段１６１の第１の係合部１７１内に、第１の収容部１３０の最前端の小
片４が係合しており、この小片４の内容を窓１０９を通して見ることができる。
【００９２】
なお、第１の収容部１３０内の複数の小片４は、前記第１の押圧片１３６の押圧面１３６
ｂによって前開放端１３０ａ側に付勢されている。又、第２の収容部１３１内の複数の小
片４は、前記第２の押圧片１４６の押圧面１４６ｂによって後開放端１３１ｂ側に付勢さ
れ、最後端に位置する小片４が係止部材１５０のストッパー片１５３に圧接している（図
１２（ａ）参照）。
【００９３】
この状態で、操作部材１６４を押し下げると、摺動手段１６０が下方に移動し、第１の送
り部材１６１の第１の係合部１７１内に係合された小片４のみが第２の収容部１３１側に
移動させられる。第１の収容部１３０内の、第１の係合部１７１に係合された小片４の次
の小片４は、図１１（ｂ），図１２（ｂ）に示すように、第１の送り部材１６１のストッ
パー板１６８に圧接し、前方への移動が妨げられる。
【００９４】
この移動させられた小片４は、図１１（ｂ），図１２（ｂ）に示すように、第２の押圧片
１４６のテーパ１４６ｄの内側に当接し、第２の押圧片１４６の押圧面１４６ｂをスプリ
ング１４９の弾性に抗して前方に移動させ、図１２（ｃ）に示すように、押圧面１４６ｂ
と第２の収容部１３１内の最前端に位置する小片４との間に押し込まれる。第２の押圧片
１４６は、前方に移動する。
【００９５】
第２の収容部１３１内の最後端に位置する小片４が係止部材１５０のストッパー片１５３
に圧接しているので、複数の小片４は移動しない。しかし、操作手段１６０が下方に位置
した時、図１２（ｃ）に示すように、第２の送り部材１６２の係合板１７５が係止部材１
５０の被押圧片１５４を押圧して係止部材１５０を傾動させるので、ストッパー片１５３
が第２の収容部３１内の最後端に位置する小片４に圧接しなくなるため、図１３（ｄ）に
示すように、第２の収容部１３１内の複数の小片４が第２の押圧片１４６の押圧面１４６
ｂによって後開放端１３１ｂ側に移動し、第２の送り部材１６２の脚板１７６，１７７に
最後端の小片４が圧接すると共にこの小片４が第２の係合部１７９に係合する。
【００９６】
第２の押圧片１４６は、図１３（ｄ）のように、スプリング１４９によって元の状態に復
帰する。この状態で、操作部材１６４を押し上げると、摺動手段１６０が上方に移動し、
第２の送り部材１６２の第２の係合部１７９内に係合された小片４のみが第１の収容部１
３０側に移動させられる。第２の収容部１３２の、第２の係合部１７９に係合された小片
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４の次の小片４は、第２の送り部材１６２の係止突起１７６ａ，１７７ａに圧接すること
によって、後方への移動が妨げられ、さらに係止部材１５０がスプリング１５５によって
元の状態に復帰し、ストッパー片１５３が次の小片４を係止する。
【００９７】
この移動させられた小片４は、図１３（ｅ）に示すように、第１の押圧片１３６のテーパ
１３６ｄの内側に当接し、第１の押圧片１３６の押圧面１３６ｂをスプリング１３９の弾
性に抗して後方に移動させ、図１３（ｆ）に示すように、押圧面１３６ｂと第１の収容部
１３０内の最後端に位置する小片４との間に押し込まれる。第１の押圧片１３６は、後方
に移動する。
【００９８】
第１の収容部１３０内の最前端に位置する小片４が第１の送り部材１６１のストッパー板
１６８に圧接しているので、複数の小片４は移動しない。しかし、操作手段１６０が上方
に移動した時、図１３（ｆ）に示すように、ストッパー板１６８が、第１の収容部１３０
内の最前端に位置する小片４に圧接しなくなるため、図１４（ａ）に示すように、第１の
収容部１３０内の複数の小片４が第１の押圧片１３６の押圧面１３６ｂによって前開放端
１３０ａ側に移動し、第１の送り部材１６１の第１の係合部１６９に最前端の小片４が係
合する。第１の押圧片１３６は、図１３（ａ）のように、スプリング１３９によって元の
状態に復帰する。
【００９９】
このように、摺動手段１６０を下方に押し下げると、第１の収容部１３０の最前端にある
小片４が第２の収容部１３１の最前端に移動し、摺動手段１６０を上方に押し上げると、
第２の収容部１３１の最後端にある小片４が第１の収容部１３０の最後端に移動する。即
ち、小片４は、摺動手段１６０の上下によって、第１の収容部１３０と第２の収容部１３
１内を循環する。そのため、窓１０９から小片４を順番に見ることができる。
【０１００】
【発明の効果】
以上説明してきたように、本願請求項１に係る小片循環装置は、小片をケース内で循環さ
せ、ケースに形成された窓を通して小片の内容を順番に見ることができる、従来にない新
規な構造を提供することができるという効果がある。また、小片に写真、シール、紙等を
張り付けて、簡易アルバム、シールケース、単語帳等にすることができるという効果があ
る。
【図面の簡単な説明】
【図１】本願発明に係る小片循環装置の一実施例を示す全体斜視図である。
【図２】上記一実施例に係る小片循環装置の分解斜視図である。
【図３】上記一実施例に係る小片循環装置の動きを説明する斜視図である。
【図４】上記一実施例に係る小片循環装置の動きを説明する断面側面図である。
【図５】上記一実施例に係る小片循環装置の動きを説明する断面側面図である。
【図６】本願発明に係る小片循環装置の他の実施例を示す全体斜視図である。
【図７】図６のケースを外した状態の分解斜視図である。
【図８】図６のケースの斜視図である。
【図９】図６の要部斜視図である。
【図１０】図９の組立斜視図である。
【図１１】上記他の実施例に係る小片循環装置の動きを説明する斜視図である。
【図１２】上記他の実施例に係る小片循環装置の動きを説明する断面側面図である。
【図１３】上記他の実施例に係る小片循環装置の動きを説明する断面側面図である。
【符号の説明】
１　小片循環装置
２　ケース
２ａ　底壁
３　前カバー
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３ａ　ボス
３ｂ　ボス
３ｃ　ボス
３ｄ　切り欠き
４　小片
５　後カバー
５ａ　ボス
５ｂ　ボス
５ｃ　ボス
５ｄ　切り欠き
６　ガイド溝
７　ガイド溝
９　窓
９ａ　縁
１０　突条
１１　突条
１２　長穴
１３　開閉蓋
１４　支軸
１５　係止片
１６　スプリング
１７　操作レバー
１８　突起
２０　循環装置本体
２１　収容枠
２２　右側壁
２２ｃ　上係合突起
２２ｄ　下係合突起
２３　左側壁
２３ａ　差込開口
２３ｂ　差込開口
２３ｃ　上係合突起
２３ｄ　下係合突起
２５　下壁
２６　上壁
２７　最上壁
２８　係合板
２８ａ　係合凹部
２９　中間壁
３０　第１の収容部
３０ａ　前開放端（他方の開放端）
３０ｂ　後開放端（一方の開放端）
３１　第２の収容部
３１ａ　前開放端（他方の開放端）
３１ｂ　後開放端（一方の開放端）
３５　係合突起
３５ａ　傾斜面
３６　第１の押圧片
３６ａ　スプリング受け面
３６ｂ　押圧面
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３６ｃ　スプリング受け突起
３６ｄ　テーパ面
３７　支軸
３９　スプリング
４５　係合突起
４５ａ　傾斜面
４６　第２の押圧片
４６ａ　スプリング受け面
４６ｂ　押圧面
４６ｃ　スプリング受け突起
４６ｄ　テーパ面
４７　支軸
４９　スプリング
６０　摺動手段
６１　第１の送り部材
６２　第２の送り部材
６３　摺動板
６４　操作部材
６５　係合凹部
６６　開口
６８　ストッパー板
６８ａ　内縁
６９　脚枠
６９ａ　係止突起
６９ｂ　ガイドレール
６９ｃ　上端縁
６９ｄ　下端縁
７０　脚枠
７０ａ　係止突起
７０ｂ　ガイドレール
７０ｃ　上端縁
７０ｄ　下端縁
７１　第１の係合部
７５　ストッパー板
７５ａ　内縁
７６　脚板
７６ａ　係止突起
７７　脚枠
７７ａ　係止突起
７９　第２の係合部
１０１　小片循環装置
１０２　ケース
１０３　前カバー
１０３ｄ　切り欠き
１０５　後カバー
１０５ｄ　切り欠き
１０９　窓
１１２　長穴
１１３　開閉蓋
１１４　支軸



(17) JP 4136085 B2 2008.8.20

10

20

30

40

50

１１５　係止縁
１１７　操作レバー
１１８　突起
１２０　循環装置本体
１２１　収容枠
１２１ａ　右枠
１２１ｂ　左枠
１２２　右側壁
１２２ａ　差込開口
１２２ｂ　差込開口
１２２ｃ　上係合突起
１２２ｄ　下係合突起
１２３　左側壁
１２３ａ　軸受部材
１２３ｂ　軸受部材
１２３ｃ　上係合突起
１２３ｄ　下係合突起
１２３ｅ　軸受孔
１２３ｆ　軸受孔
１２５　下壁
１２６　上壁
１２７　ボス
１２９　中間壁
１３０　第１の収容部
１３０ａ　前開放端（他方の開放端）
１３０ｂ　後開放端（一方の開放端）
１３１　第２の収容部
１３１ａ　前開放端（他方の開放端）
１３１ｂ　後開放端（一方の開放端）
１３５　ガイド突起
１３６　第１の押圧片
１３６ａ　摺動板
１３６ｂ　押圧面
１３６ｃ　係止突起
１３６ｄ　テーパ面
１３９　スプリング
１４６　第２の押圧片
１４６ａ　摺動板
１４６ｂ　押圧面
１４６ｃ　係止突起
１４６ｄ　テーパ面
１４７　ボス
１４９　スプリング
１５０　係止部材
１５１　揺動片
１５２　支軸
１５３　ストッパー片
１５４　被押圧片
１５５　スプリング
１６０　摺動手段
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１６１　第１の送り部材
１６２　第２の送り部材
１６３　第１の摺動板
１６３ａ　軸受板
１６３ｂ　軸受板
１６３ｃ　軸受孔
１６３ｄ　軸受孔
１６４　操作部材
１６４ａ　補助部材
１６５　第２の摺動板
１６５ａ　軸受板
１６５ｂ　軸受板
１６５ｃ　軸受孔
１６５ｄ　軸受孔
１６６　開口
１６８　ストッパー板
１６８ａ　内縁
１６９　脚枠
１６９ａ　係止突起
１６９ｂ　ガイド板
１６９ｃ　上端縁
１６９ｄ　下端縁
１７０　脚枠
１７０ａ　係止突起
１７０ｃ　上端縁
１７０ｄ　下端縁
１７１　第１の係合部
１７５　係合板
１７６　脚板
１７６ａ　係止突起
１７６ｂ　ガイド板
１７６ｃ　ガイド突条
１７６ｄ　下縁
１７６ｅ　上縁
１７７　脚板
１７７ａ　係止突起
１７７ｃ　ガイド突条
１７７ｄ　下縁
１７７ｅ　上縁
１７９　第２の係合部
１８０　支軸
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